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診療録から得られる診療記録、検査結果、治療内容および経過を研究、調査、集計します

ので、新たな診察や検査、検体の採取の必要はありません。 

患者様を直接特定できる個人情報を削除した上で提供された試料・情報等を利用します。 

研究成果は今後の医学の発展に役立つように学会や学術雑誌などで発表しますが、そ

の際も患者様を特定できる個人情報は利用しません。 

 

この研究にご自分の診療記録等を利用することをご了解いただけない場合、またご不明な

点については、上記問い合わせ先までご連絡くださいますようお願いいたします。 

研究不参加を申し出られた場合でも、なんら不利益を受けることはありません。 

ただし、同意取り消しの申し出をいただいたとき、すでに研究成果が論文などで公表され

ていた場合や、試料や情報が匿名化されて個人が全く特定できない場合などには、結果を

廃棄できないこともあり、引き続き使わせていただくことがあります。 


